
令和７年度 社会福祉法人ウィング 事業報告 

 

 今年度は、ワーク＆ライクのびっこ職員の入退職が繰り返される状況にあり、法人全体で

バックアップする事態となった。各事業所の日頃の連携体制やバックアップ体制もあり、か

つ、職員間の協力関係や利用者への想い、たゆまぬ努力により、利用者支援には大きな混乱

をきたすことなく、おおむね安定したサービス提供を行うことができた。 

人材確保及び人材定着が喫緊の課題であり、法人の課題や具体策の検討をプロジェクト

として始めた。次年度はコンサルも交えながら、本格的な議論となる。 

 

【法人本部】 

重
点
目
標 

〇社会福祉法人としての使命の追及 

〇適正かつ公正な法人運営 

〇積極的な情報公開・情報発信 

 

１．理事会の開催 

 開催日 出席数 議決事項 

第 1 回 R7/6/10 理事 6 名 

監事 2 名 

R6 年度社会福祉法人ウィング事業報告並びに決算

報告について、役員選任候補者の選任について、評

議員選任候補者の選任について、評議員選任・解任

委員の選任について、苦情解決第三者委員の選任に

ついて、評議員選任・解任委員会の開催について、

令和 7 年度資金収支補正予算(第 1 号)について、グ

ループホームにじ運営規程の一部改正について、第

１回評議員会（定時）の開催について 

第 2 回 R7/6/26 

オンライン開催 

理事 5 名 

監事 1 名 

社会福祉法人ウィング理事長の選定について 

第 3 回 R7/9/25 

 

理事 5 名 

監事 1 名 

令和 7 年度資金収支補正予算(第 2 号)について、資

格取得支援規程の改正（全部）について、令和 7 年

度第 2 回評議員会の開催について 

第 4 回 R7/12/19 理事 6 名 

監事 1 名 

令和 7 年度資金収支補正予算(第 3 号)について、給

与規程の一部改正について、のびっこ運営規程の一

部改正について、にこにこ運営規程の一部改正につ

いて、令和 7 年度第 3 回評議員会の開催について 



第 5 回 R8/3/12 理事 6 名 

監事 1 名 

令和 7 年度資金収支補正予算(第 4 号)について、社

会福祉法人ウィング令和 8 年度事業計画並びに資金

収支予算について、令和 7 年度第 4 回評議員会の開

催について 

 

２．評議委員会の開催 

 開催日 出席数 議決事項 

第 1 回 R7/6/25 

 

6 名 令和 6 年度社会福祉法人ウィング事業報告並びに決

算報告について、理事及び監事の選任について、令

和 7 年度資金収支補正予算(第 1 号)について 

第 2 回 R7/10/10 書面決議 

同意 7 名 

R7 年度資金収支補正予算(第 2 号)について 

第 3 回 R7/12/29 書面決議 

同意 7 名 

R7 年度資金収支補正予算(第 3 号)について 

第 4 回 R8/3/23 6 名 R7 年度資金収支補正予算(第 4 号)について､R8 年度

社会福祉法人ウィング事業計画並びに資金収支予算

について 

 

３．監事監査 

〇開催日 令和７年５月３０日 

〇場 所 法人本部 会議室 

〇内 容 令和６年度事業報告及び会計監査 結果：適正 

 

４．委員会関係 

 〇権利擁護委員会：会議１２回 

  ・「職員の行動規範」「倫理綱領」の周知、権利擁護に関する掲示物の確認と掲示 

・虐待防止に関する研修、身体拘束適正化に関する研修を実施した。 

  ・虐待防止マニュアルの周知と整備 

 ○虐待防止委員会：会議（臨時）４回 

  ・虐待疑い及び不適切事案について（６月のびっこ・２月にこにこ） 

 ○身体拘束適正化委員会：会議２回 

  ・各事業所での身体拘束の記録共有・内容の検討（問題点の整理と改善方針） 

  ・各事業所での検討の後、３事例について委員会より総括を示した。 

 〇研修委員会：会議１２回 

・法人全体研修の企画・運営 

第１回 ストレングスモデルのグループスーパービジョン(１０月１１日) 



第２回 各事業所事例発表会(３月１４日) 

・新任研修の企画（今年度対象者なし 企画のみ）・研修委員会だより発行（年４回） 

〇福利厚生委員会：会議６回 

・職員親睦会として、バーベキューの企画・運営を行った（１０月）。 

・法人新年会をおこない、その企画・運営を行った（１月）。 

 〇感染症対策委員会：会議６回 

  ・感染症に関する研修と訓練を各事業所にてそれぞれ２回実施。 

   第１回 発熱対応 食中毒対策 手指衛生（手洗い実技） 

第２回 嘔吐物処理 防護服着脱（講義・実技） 

  ・感染症対策指針に沿って感染状況の把握、各事業所のフローチャート作成。 

〇スマイルフェス実行委員：会議６回  

第６回 smile∞smile fes 開催（５月１８日）。次年度より秋開催とするため、計画の

骨子について検討を行った。 

 

５．事務局 

＜法人運営・ガバナンス＞ 

 ・理事会・評議員会において、経営会議・本部会議で集約された意見や法人の経営状況・

運営状況について、報告を行い必要事項についての決議を行った。 

 ・役員の任期満了に伴い、所定の手続きにより役員改選を行った。 

 ・グループウェアを使用したワークフロー申請等の種類を増やし、各拠点の連携やサービ

スの質向上をバックアップした。今後も見直しや改善を行い、更なる連携強化、効率化

に取り組む。 

 ・新たな会計ソフトを導入し、バックオフィス業務の標準化に取り組んだ。年度当初に掲

げた到達目標をおおむね達成できた。 

＜人材・多様性＞ 

 ・より多くの方にウィングを知ってもらうため、Instagram での情報発信を継続しなが

ら、人材を確保するための手段等を模索した。地域の福祉就職相談会や面接会への参加、

スポットワークの採用など、新たな採用活動にも取り組んだ。 

 ・人材確保と並行して人材の定着という課題にも取り組むため、人材定着プロジェクトを

立ち上げ、限定正職員制度等について社労士のアドバイスを受けながら検討をおこな

ってきた。次年度もプロジェクトを継続し、制度として具体的な形にしていく。また、

労働環境に関するその他の課題についても取り組んでいく。 

 ・新規職員等の離職が多く、階層に合った研修を実施することができなかった。１０月と

３月に実施した法人全体研修では、各事業所の事例や支援の成果を共有することで、他

事業所の理解に繋がり、事業所間連携を深めるきっかけとなった。次年度はまず職員の

定着を課題とし、それぞれの階層にあった学びの機会を作っていく。 



Ⅰ のびっこ拠点 

 

【多機能型事業所ワーク＆ライクのびっこ】 生活介護・就労継続支援 B型 

重
点
目
標 

〇利用者の意思（声なき声）にしっかりと向き合い、利用者がのびっこで主体的に充実し 

た活動を送ることが出来る。 

〇それぞれの作業班活動において、地域の中で、利用者が主役の立場で活動する。 

〇利用者・保護者の想い、支援の方向性の共有、授産活動の展開、事業所運営など、どん 

な時でも積極的、前向きなコミュニケーションをはかる。 

 

１．職員体制 

管理者・サービス管理責任者１名・嘱託医 1名・看護師２名・生活支援員２３名・ 

職業指導員１名・目標工賃達成指導員１名・調理員４名・事務員２名・運転手４名 

                        計 ３７名（うち常勤１４名） 

２．サービス提供実績    

契 約 者 ５０名     生活介護：４０名（新規１名・退所１名/逝去） 

就労 B型：１１名（退所１名/在宅） 

利用者状況 

工賃 

  〇就労支援 B型  年間支給総額  3,809,810円（前年度 3,891,266円） 

           平均月額    41,546 円（前年度 30,401円） 

  〇生活介護    年間支給総額  3,188,360円（前年度 3,102,745円） 

           平均月額    7,164円（前年度 5，492円） 

性別 女性 男性 計 

生活介護 １６ ２４ ４０ 

就労 B ４ ７ １１ 

計 ２０ ３１ ５１ 

市町村 川島 川越 北本 計 

生活介護 ３７ ２ １ ４０ 

就労 B １０ １ ０ １１ 

計 ４７ ３ １ ５１ 

支援区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 未認定 計 

生活介護 ０ ０ １ ５ １２ ２２ ０ ４０ 

就労 B ０ １ ３ ０ １ ０ ６ １１ 

計 ０ １ ４ ５ １３ ２２ ６ ５１ 

年齢 10 代 20代 30代 40代 50代 60 以上 計 

生活介護 １ ５ １１ １６ ３ ４ ４０ 

就労 B ０ ４ ３ ２ １ １ １１ 

 計 １ ９ １４ １８ ４ ５ ５１ 



授産売上 カフェ ｼﾞｬｶｯｾ エラン マハロ 合計 

2024年度 13,309,502 3,029,782 293,468 3,568,216 20,200,968 

2025年度 12,647,417 2,875,254 180,835 3,389,890 19,093,396 

前年度比 95.0％ 94.8％ 61.6％ 95.0％ 94.5％ 

 

３．サービス実施状況 

年間を通じて職員の入れ替わりがあり、法人全体でのバックアップ体制や行事等の縮

小などの対策を図り、サービス提供を行った。保護者からの不安の声もあったが、利用

者はおおむね安定して過ごせていた。 

≪生活介護≫ 

マハロ班（製菓班） 

・新規利用者が入ったことで、さらに利用者同士のかかわりが増え、交流が多くみられた。 

・週２回、ゆるゆるタイムとして散歩など体を動かす活動を取り入れた。 

・作業工程を細分化し、取り組みやすい作業内容を提供した。また、利用者同士で取り組

める部分を増やした。 

・商品について、HACCP衛生管理計画に基づいて生産を行った。ＪＡ直売所で販売する商

品を優先に栄養成分表示シール改定を行った。 

ジャカッセ班（外作業班） 

・職員の入退職が続き、安定した職員体制の構築が課題であった。そのため、安全面を考

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 前年度 前年度比

定員 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 ―
契約者数 40 40 40 40 40 40 40 40 40 39 39 39 39.8 39.9 100%
通所日 21 20 21 22 18 21 22 19 20 19 19 21 243 243 100%
利用者延数 728 698 727 748 612 717 754 626 682 640 631 715 8,278 8,070 103%
平均利用者／日 34.7 34.9 34.6 34.0 34.0 34.1 34.3 32.9 34.1 33.7 33.2 34.0 34.1 33.2 103%
利用率（定員比） 116% 116% 115% 113% 113% 114% 114% 110% 114% 112% 111% 113% 114% 111% 102%
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 前年度 前年度比

定員 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 ―
契約者数 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10 10.9 12.7 86%
通所日 22 22 21 22 16 20 22 19 20 19 18 22 243 243 100%
利用者延数 173 176 165 175 123 155 181 141 143 137 130 162 1,861 2,105 88%
平均利用者／日 7.9 8.0 7.9 8.0 7.7 7.8 8.2 7.4 7.2 7.2 7.2 7.4 7.7 8.7 88%
利用率（定員比） 79% 80% 79% 80% 77% 78% 82% 74% 72% 72% 72% 74% 77% 87% 88%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度 前年度比

877 814 886 915 719 830 906 739 816 761 747 857 9,867 9,722 101%

69% 76% 76% 77% 77% 75% 77% 75% 78% 80% 77% 79% 76% 67% ―

388 250 272 270 205 262 261 231 220 187 216 221 2,983 4,952 60%

31% 23% 23% 23% 22% 24% 22% 24% 21% 20% 22% 20% 23% 34% ―

4 4 14 5 8 16 15 10 4 4 3 1 88 58 152%

0% 0% 1% 0% 1% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 1% 0% ―

1,269 1,068 1,172 1,190 932 1,108 1,182 980 1,040 952 966 1,079 12,938 14,595 89%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 前年度 前年度比

122 115 131 135 91 130 132 91 97 106 105 123 1,378 1,779 77%
1159 1102 1164 1209 993 1149 1208 990 1079 1022 1031 1149 13,255 12,466 106%

1281 1217 1295 1344 1084 1279 1340 1081 1176 1128 1136 1272 14,633 14,245 103%

生活介護

合計

職員食数

ボランティア他

総計

R7年度　送迎サービス実績数（回数）

送迎サービス
就労B型

R7年度　通所実績数

生
活
介
護

就
労
継
続
支
援
B
型

R7年度　ランチサービス実績数

ランチサービス

利用者食数



慮して、作業内容や回収ルートなどを見直し、作業の効率化を図った。 

・作業参加が難しい利用者については、できるだけ公園散歩の機会を取り入れた。 

・班携帯電話を回収の受付窓口としたため、地域の方との回収調整はスムーズに行えた。 

エラン班（紙すき班） 

・職員の入退職が続いたため、作業内容の引継ぎ・利用者把握など新任職員のＯＪＴに努

めた。ベテランの非常勤職員が協力的で大きな支えとなった。 

・マニュアルに沿って１日の活動内容ついて組み立て、利用者一人一人が安心・安全に参

加できるように職員間で声を掛け合い支援を行った。 

≪就労継続支援 B型≫ 

・カフェレストラン smileCafé1/2 の営業は、体制が整わないため、６月～８月の間、店

内営業を休業した。９月から再開し、ランチメニューは「和御膳」のみとし、作業の効

率化を図った。 

・６月～８月の間は給食業務の一部を請け負い、利用者の中には、今まで経験のない環境

の中で新たな業務に携わる経験をした。「得意の発見」「仕事の可能性」を利用者ととも

に確認し、個々の能力が発揮できる仕事へとつなげた。 

・弁当販売・配達では、町内配達先が増え、テイクアウト弁当の売上が安定的に向上した。 

・利用者ミーティング２回実施。テーマを事前にお知らせすることで、自身の言葉でしっ

かりと発言することができた。今後も継続する。 

［ランチサービス］   

・６月から、献立作成・給食食材を「クックチル食品」で対応した。 

・恒例の１１月青空まんぷく会は中止とした。 

［年間行事］ 

入所式（４月）、のびっこ春まつり（５月）、日帰り外出（中止）・ 

青空まんぷく会（中止）・手をつなぐみんなのスポーツ教室（１１月）、秋まつり（中

止）、クリスマス会（１２月）、成人を祝う会（１月） 

［健康・衛生管理］ 

利用者健康診断（４月/１１月）、職員健康診断（５月）、体重測定（月１回） 

服薬管理、保健衛生関係備品の整備 他 

看護師：利用者の健康把握と手当、消毒清掃・検温チェック等感染症対策の徹底、服薬 

管理、嘱託医との連携、利用者保護者の健康相談、緊急時の通院同行、など  

［保護者会］ 

５月・９月・１２月・３月に実施した。９月は土曜日に保護者懇談会を実施し、交流を

はかることができた。 

［実習生等の受入］ 

・特別支援学校：高等部１年生（１名）・２年生（１名・２回） 

・大学介護等体験：大学生（１名） 



・中学生社会チャレンジ体験：２年生（２名） 

・中学生ボランティア体験：１年生（２名）  

［ボランティア］ 特になし 

 

４．サービス向上の取組 

［職員研修・会議］ 

 〇外部研修 

  食品衛生責任者実務者研修・福祉施設等における感染症予防研修研修・強度行動障害支

援者養成研修 

  ［資格補助］強度行動障害従事者養成研修（基礎７人・実践５人） 

        介護職員初任者研修（１人）・実務者研修（１人） 

〇内部研修 

  個人情報保護に関する研修（４月）、車いす車両のリフト操作（５月）、感染症対策

［食中毒・手洗い実技］（７月）、てんかん（９月）、虐待防止研修（１０月）、事例

検討グループワーク（１１月）、感染症対策［吐しゃ物処理と防護服着脱］（１２

月）、救命講習・身体拘束に関する研修（２月）、ＢＣＰ動画視聴（３月） 

 〇職員会議（１１回/８月なし）・運営会議（１２回/毎月） 

［危機管理対策］ 

 〇ヒヤリはっと １８件（前年度２０件） 

 内容：支援中（暴力・接触・薬他）１０件 ・送迎中（送迎・車両等）８件  

 〇事故報告 １２件（前年度８件） 

内容：利用者による他害（３）・車両の接触・追突（７）・傷・打撲・転倒（５） 

〇苦情報告（前年度０件） 

 〇防災訓練・点検 

・消防避難訓練（６月・３月）、ＬＩＮＥを活用した洪水想定連絡訓練（２月）、 

防災総合訓練（１０月） 

・自主点検（４月・１０月）、消防設備の業者点検（８月・１月） 

 

 

Ⅱ かわじま町地域生活支援センター拠点 

 

【かわじま町障がい児・者相談支援事業所きらり】 

特定相談支援・障害児相談支援 

彩の国あんしんセーフティーネット（生活困難者相談支援・就労支援） 



重
点
目
標 

〇相談支援の更なる質的向上をはかる。 

〇センターが新職員体制になるなかで、組織づくりの再構築をはかる。 

〇ウィング内・関係機関・地域等とつながり、貢献していく。 

 

１．職員体制 

 管理者１名・相談支援専門員２名   計 ３名  

２．サービス提供実績数  

 

 

 

 

 

    

援護市町村 児童 成人 計 

川島町 34 112 146 

川越市 2 6 8 

吉見町 1 0 1 

入間市 1 0 1 

北本市 0 1 1 

坂戸市 0 1 1 

さいたま市 0 1 1 

越谷市 0 1 1 

 

 

性別 児童 成人 計 

女 13 51 64 

男 25 71 96 

計 38 122 160 

主な障害 児童 成人 計 

知的 38 85 123 

身体 0 11 11 

精神 0 24 24 

難病 0 2 2 

計 38 122 160 

月別実績 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 
前年

比％ 

児
童 

計画 2 5 3 5 3 1 5 6 1 3 3 4 41 37 110％ 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 6 3 5 8 8 7 4 1 5 4 1 7 59 64 92％ 

成
人 

計画 5 9 6 13 7 20 5 5 10 7 11 9 107 112 95％ 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 23 40 37 27 38 36 25 39 39 20 39 37 400 351 114％ 

全
体 

計画 7 14 9 18 10 21 10 11 11 10 14 13 148 149 99％ 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 29 43 42 35 46 43 29 40 44 24 40 44 459 415 110％ 

認定調査 3 6 1 3 3 0 3 2 1 2 1 2 27 49 55％ 

生活困難者 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 3 66％ 



３．サービス実施状況 

・新規利用 ２２件（者１５件・児童７件） ・終結 １０件（者１０件・児童０件） 

・児童の契約数が増えた。 

・障害区分認定調査の担当者が 3名から 2名になったため、件数も減少した。 

・相談内容としては、在宅での看取り支援や虐待児童の家族支援など、関係機関とのチー

ム支援が必須の困難ケース、通所ができなくなった方への支援、入所施設やグループホ

ーム入居に関する相談、就労支援に関する相談、学校からの求めに応じた連携会議など、

幅広い相談支援を行った。 

・就労選択支援の制度が導入されたが、地域の体制が整わない中での支援に苦慮する場面

もあった。 

・のびっこ応援に入ることで、のびっことの連携が深まった。 

  

４．サービス向上の取組 

 職員研修・会議 

 〇外部研修 

  意思決定支援（県社協主催/１名） 

〇内部研修 

虐待防止（事例検討）、身体拘束適正化（身体拘束の体験・事例検討）、感染症（基礎知

識やノロウィルスなど研修・手指衛生や PPE着脱等の訓練） 

 〇地域ネットワーク会議等 

 ・川島町精神情報交換会（月１回）…事例検討・ＧＳＶなど 

・基幹相談支援主催研修（年１回） 

 ・比企障害児ＮＥＴの研修会（年２回） 

 ・比企地域障害福祉サービス事業所連絡会（年 2回） 

 ・埼玉県発達障害福祉協会相談部会研修（年２回） 

 ・彩の国あんしんセーフティーネット事業ブロック会議相談員専門研修 

 ・川越特別支援学校主催支援機関・事業所連絡会参加 

 ・県主催サービス管理責任者研修のファシリテーターとして参画 

〇定例会議  

スタッフ会議（月１回） 

困難事例等伝達会議（週 1回）今年度より開始 

危機管理対策等 

〇ヒヤリはっと ０件（前年度 1件）  〇事故報告 ０件（前年度０件）  

〇苦情報告 ０件（前年度１件） 

〇保健衛生管理 感染症対策研修の実施、マスク着用・手洗いの励行 他 

インフルエンザ予防接種の補助奨励・職員健康診断（５月） 



【ライフサポートそら】 

居宅介護等・移動支援・訪問介護等・生活サポート・るんるんクラブ 

重
点
目
標 

〇意思決定支援を学び、支援につなげていく。 

〇サービス（支援）の質の向上 

〇ニーズに応えられる体制づくり 

〇新たな体制づくり 

〇地域とのつながりを大切にするについて 

 

１. 職員体制  

所長（管理者）１名 

サービス提供責任者３名（管理者兼務１名） 

正規職員５名（サビ提兼務１名） 

  常勤パート１名（サビ提兼務・時短勤務１名） 

  登録型ヘルパー２０名     計２７名 

 

２．サービス提供実施状況 

・今年も 365日開所し、利用者、ご家族の生活に寄り添い支援した。 

・予約以外にも、ケガによる通院やご家族状況による預かりといった、緊急対応を行った。 

・今年度も、必要に応じ関係機関（行政・医療・訪看・ケアマネ・相談員等）と連携し利

用支援を行った。 

・派遣の重なる時間帯については、法人内事業所から応援いただいたり、派遣の少ない時

間帯には法人内事業所に応援に入ったりと、法人全体の状況に合わせた柔軟な動きを

行えた。 

・新規利用者については可能な限り受けている。総合支援（移行含む）8名、移動支援 1

名、生活サポート 7名。通所の出来ない方の日中支援、高齢の方の送迎、独居の方の居

宅支援など地域に根差した支援を継続できた。 

・職員体制としては、4 月にパートから移行の女性 1 名入職、2 月に正職男性 1 名退職、

登録ヘルパーについては随時増減あったが、週末外出やグループホームの入浴支援を

中心に固まった形になってきている。正職員男女比のバランスの悪さは引き続いてい

る。 

・移動支援から行動援護に変更になった利用者がまとめて 7 名いたため、実績面でそれ

ぞれの時間数が大幅に変わっているが、全体の利用時間としては概ね前年同様かやや

増となっている。 

・派遣調整については前年に引き続き、利用の多い方を中心に日時の移動、お断りを行い

ながら対応している。特にグループ外出は希望が高いこともあり、月平均 0.75名ペー

スではお断りとなっている。可能な限り別日に移動しての対応は行った。 



・余暇外出の派遣回数が減ったことで、情緒不安定にならないように利用者がより楽しめ

るよう１回の派遣内容の充実を重視し対応。また課題については会議だけでなく Niメ

ールも活用し早急に共有、検討を進めた。 

 

３．サービス提供実績 

 

 

 

［るんるんクラブ］  

〇登録者数 １７名 （川島町内 １７名 、 川島町外 ０名） 

〇発表の場  ウィングフェス（5月） 

フラダンス川島町生涯学習フェスティバル（１１月） 

工作作品…川島町中央文化展展示（１１月） 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 前年度 前年度比

契約者 29 30 32 35 35 35 35 35 35 35 35 35 33.8 27.5 123%
利用時間 395.5 428.0 432.5 441.0 492.0 460.5 471.0 471.0 454.0 463.5 424.5 463.5 5,397.0 4,410.0 122%
契約者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1.0 1.0 100%
利用時間 12.0 16.5 12.0 12.0 16.5 12.0 12.0 12.0 12.0 16.5 12.0 12.0 157.5 156.0 101%
契約者 19 19 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 19.8 19.5 102%
利用時間 198.5 199.0 172.0 186.5 168.5 162.0 185.0 167.5 172.5 157.5 145.0 173.0 2087.0 2185.5 95%
契約者 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0 3.0 100%
利用時間 27.5 16.0 26.5 22.5 30.5 25.5 29.5 19.5 30.0 22.0 22.0 27.5 299.0 254.5 117%
契約者 52 53 56 59 59 59 59 59 59 59 59 59 57.7 51.0 113%
利用時間 633.5 659.5 643.0 662.0 707.5 660.0 697.5 670.0 668.5 659.5 603.5 676.0 7940.5 7006.0 113%

身体介護 175.0 186.0 156.0 169.5 144.5 148.0 163.5 147.5 151.0 136.0 129.0 144.0 1850.0
通院等介助（身有 10.5 8.0 6.0 14.0 13.0 10.0 14.0 11.0 13.0 13.0 11.0 13.0 112.5
家事援助 13.0 5.0 10.0 3.0 11.0 4.0 7.5 9.0 8.5 8.5 5.0 16.0 100.5

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 前年度 前年度比

契約者 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3.2 4.0 79%
利用時間 21.00 21.00 20.00 22.00 24.00 20.50 21.00 16.50 19.00 17.50 16.00 12.00 230.50 305.50 75%
契約者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1.0 1.0 100%
利用時間 13.00 13.00 13.00 14.00 7.00 13.00 14.00 12.00 14.00 10.00 11.00 13.00 147.00 143.00 103%
契約者 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 4.2 5.0 83%
利用時間 34.00 34.00 33.00 36.00 31.00 33.50 35.00 28.50 33.00 27.50 27.00 25.00 377.50 448.50 84%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 前年度 前年度比

契約者 32 30 28 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27.8 32.3 86%
利用時間 90.5 79.0 63.0 51.0 37.5 43.0 54.5 41.0 37.0 45.0 29.0 42.5 613.0 943.5 65%
契約者 23 22 20 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19.7 24.8 79%
利用時間 91.5 83.0 49.0 68.5 38.5 65.5 50.0 54.0 66.5 58.0 52.0 76.0 752.5 882.0 85%
契約者 55 52 48 46 46 46 46 46 46 46 46 46 47.4 57.1 83%
利用時間 182.0 162.0 112.0 119.5 76.0 108.5 104.5 95.0 103.5 103.0 81.0 118.5 1365.5 1825.5 75%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度 前年度比

契約者 85 89 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 91.1 84.7 108%
利用者実人数 51 52 55 50 43 50 49 52 50 46 47 50 49.6 48.3 103%
利用時間 181.0 183.0 214.5 192.0 156.0 193.5 194.5 174.0 176.5 179.5 154.0 181.5 2180.0 2010.5 108%

生活サポート・月別利用実績
項目

利

用

実

績

合計

移動支援・月別利用実績
項目

あ
り

介
護

身
体

な
し

介
護

身
体

合計

予
防

訪
問

行動援護・重度訪問介護・居宅介護・同行援護／月別利用実績
項目

行
動

援
護

重
度

訪
問

居
宅

介
護

同
行

援
護

合計

居宅介
護内訳

訪問介護・予防訪問介護／月別利用実績
項目

訪
問

介
護

事業別 契約者（Ｒ7.4.1～R8.4.31） 利用実績／年間 

障害（居宅介護等） 59名 7940.5 時間 

介護（訪問・予防）  5名  377.5 時間 

移動支援 46名 1365.5 時間 

生活サポート 92名 2180.0 時間 

るんるん 37名 延参加 338名 



［グループ外出］ 

月  日 内容 場所 参加人数 

４月 6日 12日 13日 お花見に行こう 高崎公園 14名 

５月 10日・11日 空港に行こう 羽田空港 14名 

６月 7日・8日 BBQをしよう 城山公園 15名 

７月 5日・6日 水族館に行こう 葛西臨海水族館 14名 

８月 2日・3日 博物館へ行こう 東京国立博物館 10名 

９月 6日・7日 かき氷を食べに行こう 長瀞・阿佐美冷蔵 13名 

10月 4日・5日 動物園に行こう 多摩動物公園 12名 

11月 8日・9日 BBQをしよう 城山公園 15名 

12月 7日・8日 スカイツリーへ行こう 東京スカイツリー 10名 

1月 10日・11日 初詣に行こう 亀有香取神社 13名 

2月 7日・8日 植物園に行こう 夢の島熱帯植物園 12名 

３月 7日・8日 船に乗ろう 浅草フェリー 13名 

年間総数：実施回数／25回  延参加人数／155名 ﾍﾙﾊﾟｰ確保できず断った数／12名 

 

４．サービス向上の取り組み 

  職員研修・会議 

 〇外部研修 終末ケア（参加者２名） 

  〇内部研修 虐待・権利擁護（２回）・感染症研修（２回）・接遇・ハラスメント（１回） 

個人情報取り扱い（１回）・ＢＣＰ（１回）・安全運転講習（１回） 

法人全体研修（１０月・３月） 

プログラム 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 回 

ヨガ    12 11  11 11     45 4 

フラダンス 8 9 7 7 8 7 7 6     59 8 

調理    9    8   10 8 35 4 

音楽 9 5 10  9    9 9 9 8 68 8 

書道          9   9 1 

工作      9 9      18 2 

年賀状作り         9    9 1 

バスケットボール         11 12 11 12 46 4 

ウォーキング 11 11    11       33 3 

ボッチャ   9          9 1 

キッズ 2 1 2 2         7 4 

合計 28 26 26 20 29 26 30 28 29 30 30 28 338 40 



  〇会議 

   職員会議（毎月）  個別支援会議（毎月※１月～３月以外） 

  危機管理対策   

〇ヒヤリはっと １１件（前年度１２件） 

不穏時の対応・転倒未遂・アシスト入力のミス・派遣場所、時間間違い・ 

物品の管理ミス・等    

〇事故報告 １９件（前年度１３件） 

車両事故３・利用者ケガ２・派遣遅刻、忘れ５・職員ケガ１ 

利用者物品紛失４・利用者宅破損２・事業所備品紛失１・近隣住民トラブル１ 

〇苦情報告 ０件（前年度１件） 

〇保健衛生管理 

職員健康診断（５月） 

感染予防対策・インフルエンザ予防接種の補助奨励 他 

〇車両運行管理  

日常点検・法令点検・車検の実施・車両内外清掃・配車 他 

その他  そら通信・るんるん通信の発行（各１２回／年） 

 

 

 

 

Ⅲ にじ拠点 

 

【グループホームにじ】 共同生活援助 

重
点
目
標 

〇個々の利用者の希望・ニーズを大切にして、それに即した個別支援計画を立案

し、結果として実現できるように支援をおこなう。 

〇「にじ」「なないろ」の特性を踏まえた組織作りを強化して、業務の見える化を

はかる。また、他事業所と連携を密にして、効果的な運営がおこなわれるよう

にする。課題に対しては、個でなくチームで対応することで解決する。 

〇ご家族とのコミュニケーションを大切にし、きめ細やかな対応を行い、安心し

ていただく。 

〇利用者が主体となった地域交流が実現できるように努める。 

 

１．職員体制 （令和８年３月３１日現在） 

所長１名・サービス管理責任者１名（管理者兼務）・看護師１名（のびっこ兼務） 

世話人兼生活支援員３名・世話人６名・生活支援員（夜間・休日）９名 

                         計２１名（うちパート１６名） 



２．サービス提供実績 

 契 約 者  

・定員１２名 ・年間利用実人数：１２名 

・援護地：川島町１２名  

   ・利用者支援区分 

    

 

   ・年齢 

 

 利用実績 

 

実施状況 

・にじホーム・なないろホームの２か所体制の２年目であった。両ホームともに入居者の

入れ代わりは無かった。 

・にじホームはオープン１２年目であった。２名が年に数回外泊を伴う帰省をされた以外

は、毎日利用していただいた。 

・なないろホームは、今年度も週末及び夏季・冬季休暇はご実家に帰省する形をとりつつ、

祝日日中の支援はおこなった。開所２年目で利用者の生活ペースも確立されてきた。 

・１０月末に、にじ利用者１名がコロナウィルス陽性となったが、ホーム内で隔離しての

支援をおこない、利用者・職員共に他に感染することも無く、無事に回復した。その他

にも体調不良で通所施設を欠席するケースが年に数回あり、看護師と連携しながら体

調把握をおこないホームで支援した。 

・個々の利用者のニーズにしっかりと向き合うように努め、特に余暇の過ごし方について

は、サイクリング、創作活動、音楽鑑賞等、できるだけ楽しめるように環境を整えた。 

・両ホーム共に入浴や着替えについて個別ヘルパーを導入している方が多く（にじ５名・

なないろ３名）、居宅事業所と連携してきめ細やかな支援を行った。 

・課題については各担当のみでなく、できるだけ職員複数名で対応するように努めたが、

正職員のシフトが夜勤等の関係で合わない場面も多く、個々に判断・決定する場面もあ

支援区分 1 2 3 4 5 6 計 

人数 0 0 1 0 4 7 12 

年齢 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 以上 計 

人数 0 0 2 6 2 2 12 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
年

間 

開所日 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

契約者数 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 ‐ 

延利用 307 314 305 322 300 305 322 298 306 302 287 318 
3,6

86 

利用率 

定員比 

85

％ 

84 

％ 

84 

％ 

86 

％ 

80 

％ 

84 

％ 

86

％ 

82

％ 

82

％ 

81

％ 

85

％ 

85

％ 

 84 

％ 



り、今後の課題である。健康・体調面においては、看護師に相談し助言も受けながら検

討する流れができている。 

・保護者とも随時コミュニケーションを取り連携させていただいた。なないろでは今年度

も保護者懇談会を実施、終了後に利用者と共に花火大会をおこない、交流を深めた。 

・地域活動については、にじホームは、町の美化運動や種まき運動のお誘いがあり、参加

できるときには利用者とともに参加している。なないろホームは、前年度末から地元自

治会に加入し、少しずつの交流を進めている。 

・権利擁護については、適宜職員に啓発、職員向け研修も行った。生活の場における支援

ということもあり、距離感やプライベートな空間を尊重すると共に、利用者間の関係、

コミュニケーションを大切にした。 

 

３．サービス向上のための取組 

職員研修 

  ○外部研修 埼玉県障害者グループホーム職員研修   

○内部研修 個人情報保護（１回）緊急時対応（１回）・感染症対策（２回）・ 

権利擁護虐待防止（２回） 

  ○職員会議（２か月毎）・常勤職員会議（毎月） 

危機管理対策 

○防災関係  

消防避難訓練（７月・３月）・洪水時避難確保計画に伴う訓練（８月） 

定期点検：自主点検（毎日）・業者設備点検（５月・１１月） 

消防署立入検査（６月／異常なし） 

○ヒヤリはっと １７件（前年度２２件） 

 所在把握（５）・怪我・転倒（４ ）・薬の飲み忘れ・服薬拒否（４）・利用者の興奮（１）

他害（１）・むせこみ（１）・施設の施錠忘れ（１） 

  ○事故報告 ０ 件（前年度１件）    ○苦情報告 ０件（前年度０件） 

 

Ⅳ にこにこぬくぬく拠点 

 

【にこにこ】 児童発達支援・放課後等デイサービス 

重
点
目
標 

〇子ども同士が心地よい時間を共有できる。 

〇個々の利用者の意思決定を後押しし、やりたいことを実現する。 

〇支援の根拠を職員間で共有し、つながりのある支援を行う。 

〇人権、権利擁護に関する職員への啓発、取り組みを繰り返しおこなう。 

〇安心して利用していただけるように様々な場面を想定して堅実に取り組み、状 

況に合わせて工夫した活動をおこなう。 



１．職員体制 （令和８年３月３１時点） 

管理者１名・児童発達支援管理責任者１名  保育士５名・児童指導員６名・指導員

（福祉サービス経験者含む）３名・事務員１名・   計１７名（うち常勤６名） 

 

２．サービス提供実績 

 契 約 者    ３４件（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）／定員１０名 

 放課後等デイサービス・・・ ３４名 

 児童発達支援・・・・・・・ ０名 

  契約者状況   

性別 女性 男性 計 

放課後等デイサービス 18 16 34 

児童発達支援 0 0 0 

計 18 16 34 

 

市町村 川島 川越 吉見 鶴ヶ島 北本 計 

放課後等デイ 13 16 1 3 1 34 

児童発達支援 0 0 0 0 0 0 

計 13 16 1 3 1 34 

 

学校・学年別 

児童発達 放課後等デイ対象 
 

計 未就学 
小学部 

1~3年 

小学部 

4~6年 
中学部 高等部 

川越特別支援学校  5 8 3 2 18 

ひばりが丘特別支援学校  1 1 0 4 6 

毛呂山特別支援学校  0 0 1 2 3 

上記以外  4 3 0 0 7 

計 0 10 12 4 8 31 

 利用実績数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年間 

定員 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

開所日 26 28 25 27 22 26 27 25 24 24 24 26 304 

利用延数 292 302 290 307 238 309 312 264 262 297 294 317 3484 

平均利用

/日 
11.2 10.8 11.6 11.4 10.8 11.9 11.6 10.6 10.9 12.4 12.3 12.2 11.5 

 ※児童発達支援は、年間利用延べ数 0人のご利用（全体の 0％） 



  

 実施状況 

 ・年間平均利用率は 114.6％。放課後等デイサービスについて昨年度末に２名が卒業し、

今年度は開始時で児童発達支援からの新小学校１年生を１名受入。その後も年度内に

新規の受け入れ４名（小学１年生と小学３年生２名、高校１年生）を行い、また、利用

日数増やして利用したい要望もあり、利用数は昨年度より増加した。一方で、児童発達

支援については、昨年度末で卒業し放課後デイサービスに移行し、その後新規利用希望

がなかったため、今年度は、利用者０名であった。 

 ・・コロナウィルスやインフルエンザ、溶連菌等をはじめとした体調不良による急遽のキャ

ンセルも多く発生した。一方で追加利用の依頼も一定数あり、出来るだけお受けできる

ように努めた。 

 ・・多様な障害特性の方を受け入れており、当日の利用人数や児童の障害特性などを考慮し

て毎日の活動プログラムを計画してきた。活動プログラムを検討する会議を毎月実施

してプログラムの検討と月ごとの目標かかげ、月ごとに利用者皆で取り組んだ。年齢幅

や障害特性の違いの中で、関係性を作っていくこと、お友達・仲間づくりが出来るよう

に活動の中にも場面を取り入れるように努めた。季節を感じてもらえるような活動制

作と共に、昨年度同様に春には公共交通機関を使っての西武園遊園地外出、夏にはプー

ルや夏祭り、冬にはクリスマスケーキ作り等、イベント活動を取り入れ実施した。昨年

度からはじめた秋に保護者会・交流会を兼ねて、親子で参加してもらいバス遠足（群馬

県グリーン牧場）への外出も実施し、今回は、飯盒炊飯でカレー作りを皆で行い、利用

者・保護者・職員が一体となって行うことでより交流を深めることができて好評であっ

た。 

 ・・地域とのつながりを考え、８月に八ツ林地域のお祭りに、にこにことしてブースを出し

利用者も参加された。地域の方とのつながりの機会をつくった。 

・重度の利用者を対象とする「個別サポート加算」対象者が多く在籍しており（全体の７

割超）、職員加配加算を取得し、その日の利用者の特性を考慮した職員配置をおこなっ

ている。 

 ・・児童発達支援管理責任者の主導の下、個別支援計画作成と、その計画をもとに充実した

支援がおこなえるように記録や確認事項など、見える化を図り改善した。９月・３月に

個別支援検討会議をおこない共通認識を持ち支援に努めた。   

・連絡ノートや送迎時の引継ぎ、個別面談等により保護者とのコミュニケーションに出来 

る限り努めた。尚、個別面談は、基本的に来所面談として年２回実施した。 

 ・利用されている方の体調把握をよりおこなうように努めた。 

 ・・送迎サービスのニーズは高く、川島町という地域の特性上、送迎方面が多岐にわたって

いる。そのため効率的で安全な送迎体制に努めた。 

  



３．サービス向上のための取組 

  職員研修 

   〇内部研修 

権利擁護・虐待防止（７月・１０月・３月）・個人情報保護（４月） 

防犯講習(１月)・救命講習（２月）事故・緊急時対応（５月） 

感染予防研修(１０月・１２月)・BCP 研修(１１月) 

〇外部研修 

強度行動障害支援実践研修（３名） 

 

危機管理対策 

ヒヤリハットについては、随時啓発しており提出され、内容は職員会議や回覧で全職

員が共有している。ただ同じような忘れ内容も多数あり、啓発の仕方を考える必要が

ある。引きつづき傾向を分析して事故の予防に努めていく。 

〇ヒヤリはっと ９０ 件（前年度５０件） 

  内容：転倒つまずき等ケガやそのリスクにつながる（２７） 

     返却忘れ・置き忘れ・間違い(８) 

     職員の見落とし・不注意・連携ミス(１８) 

     ダイアップ・ブコラム忘れ(１５) 

     車両関係（ライトつけっぱなし・鍵をさしたまま等）(５) 

     その他（送迎遅れ・利用者同士トラブル・関わり・遊び行き過ぎ等）(１７) 

・・〇事故報告 １１ 件（前年度５件）  

  内容：・利用者同士によるキズ(３)・車両物損（２）・車両追突受ける(１) 

・物品破損(１)・事業所から駐車場を越える離設（１） 

・外出先所在不明(１)・利用者による職員の怪我(２) 

〇苦情報告 

報告件数： １件（前年度 0件） 

内容：保護者様より、対応の状況報告不足・事業所内連絡不足 

 

  ・〇防災訓練 

    年２回実施（内２回消防署による消火訓練あり） 

その他 

〇「放課後等デイサービスガイドライン」及び「児童発達支援ガイドライン」に基づく

自己評価の実施、法人ホームページ公開 

〇にこぬくだより月１回発行 

 〇令和７年７月に埼玉県福祉監査課より実地指導。結果は指導事項「なし」。注意事項

については改善をおこなった。 



【ぬくぬく】短期入所事業 

重
点
目
標 

〇食事・入浴・睡眠等、各生活の場面において、各利用者のニーズを踏まえた上 

で、年齢や障害に応じて、場面に応じた適切かつ丁寧な支援をおこなう。 

〇緊急時対応については、優先的に調整して全て受け入れるように努める。 

〇重度の方が多く利用している点をも踏まえて、利用者の人権に対する取り組み 

を継続しておこない、スタッフの意識をより一層高める。 

〇利用者の安心できる環境づくりや感染症への対策など、不安なくご利用いただ

けるようにする。 

 

１．職員体制  

管理者１名・生活支援員１３名・事務員１名 計１４名（うち常勤６名） 

                          ※常勤はにこにこ兼務 

２．サービス提供実績 

 契 約 者   ６９件（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）／定員４名 

  契約者状況 

性別 女性 25名 男性 44名 計 69名 

  

市町村 
川島 川越 吉見 上尾 桶川 東松山 北本 坂戸 鶴ヶ島 滑川 嵐山 計 

31  12 6 5 2 5 4 1 1 1 1 69 

   

 

  利用実績数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年間 

開所日 27 27 25 27 24 26 27 25 26 24 24 26 308 

利用者延

数 
209 210 196 207 189 199 210 193 201 181 185 198 2378 

空き枠

（キャン

セル数） 

0 1 0 1 1 1 0 2 1 1 1 2 11 

 ※空き枠には休所日分を除く。 年間 362 日の開所予定だったが 54 日休所  

 

実施状況 

・前年度からの職員の欠員もあり引き続き、休所日を設けながらの事業運営となった。 

区分 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 児童１ 児童２ 児童３ 計 

0 1 4 8 11 33 2 3 7 69 



開所日は９割程度の開所日で実施しているが、全営業開所には至っていない。 

・利用枠の空きの状況に応じて、必要な方への声掛けをおこない利用して頂いた。 

・緊急利用は２件あり、介助者自身の体調不良や親族の葬儀など、必要なところで緊急

対応をおこなった。 

・新規契約者は、６件。併設の放課後等ディサービス利用者４名と同じ場所・知ってい

る職員と泊まってみたいという希望もあり、児童の利用が増えた。 

・契約終了者は、グループホームや入所施設に入居や本人逝去のため３件あった。 

 ・・児童の希望も多くあり、契約待ちの方もいるので、今後も短期入所のニーズは高い。 

・安心、快適に過ごせるように、保護者や各関係機関と連携した。その内容については、

業務日誌や引継ぎ簿の活用により、職員間での共有に努めた。 

・重度障害者支援加算対象者が多く在籍している点を踏まえて、重度障害者に対する研

修修了者をなるべく配置し、対応を共有してより適切な支援を行うように努めた。 

・利用者の様子の引継ぎについては、特に利用者の健康状態、身体の傷の確認等を関係

事業所と連携しながら行うよう努めている。 

・深夜帯は一人での支援となることも踏まえて、職員に対する人権意識の取り組みは、

会議等の場を通じて随時啓発に努めている。 

 

３．サービス向上のための取組 

  職員研修 

  ＊にこにこ参照 

  危機管理対策 

   薬に関する報告が目立ったところである。概要について職員会議で共有・・対応を強化

した。 

〇ヒヤリはっと ２７件（前年度１３件） 

  内容：・返却忘れ、置き忘れ・入れ間違い（８）・自傷、転倒、つまづき等怪我やそ

のリスク(４)・・連絡ミス・見落とし・連携ミス(１２)・・その他(３)壁紙をはがす・

決定票の記入内容・居室に不在にこにこで発見 

〇事故報告 ６件（前年度５件） 

  内容：・薬飲忘れ（２）・薬の時間間違え(１)・備品破損（１）・火災報知器外し消

防出動(１)・噛みつき(１) 

   〇苦情報告 1 件（前年度 0件） 

    内容：外部の他事業所（利用者の通所先）より、その日の夜勤者と早番者の対応 

    とその後の事業所の対応について 

  その他 

〇令和７年１０月に埼玉県福祉監査課より実地指導。結果は指導事項「なし」。注意事項 

については改善をおこなった。 


